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熊本小児歯科懇話会
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我々、熊本小児歯科懇話会は、昨年7月に設
立以来、現在まで低年令児の顧蝕の抑制を活
動の1つの柱として来た。その際さけて通れ
ない問題が子供の食生活であり、特に今回取
りあげたおやつ（間食）の持つウエイトは非
常に大きい。一方、「幼児にとっておやつ（
間食）は、3回食では摂取しきれない栄養と
エネルギーの補いであり、同時に子供に楽し
みを与えるものである。」という聞きなれた
説明、概念は、現実の子供達の食生活の中で
本当に定着しているのだろうか。あるいはも
う風化してしまった言葉なのではないだろう
かeこの様な危具を感じたのをきっかけに、
子供達がどの様なおやつを食べたり、どの様
な与えられ方をしているのかを当会会員のも
とへ来院した、就学前の子供達を対象にアン
ケート調査を行った。その結果、子供達の年
令の上昇とともに手づくり食品が減少し、既
製品の菓子類が多くなる傾向が認められた。
当然ながら、これらの既製品の菓子類は、”

お八つ＝栄養の補い”という意味合いは殆ど
なく、もっぱら子供達の楽しみの追求により

選択される傾向が見られ、その選択者も子供
自身であることが多くなっている。そこで更
に、おやつの選択権は誰が持っているのか（
親か子か）、選択権が親から子へ移行してい
くのはいつ頃か、また移行させる要因は何か
等について、幼稚園、保育園児を対象にアン
ケート調査及び聞き取り調査を行った。その
結果、興味ある知見を得たので報告する。
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